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Structure of the Kosa (Asian dust) observed by the lidar
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SYNOPS王S'. A number of duststor印s and/or sands七oras occurred in the deserts and loesslands of the Asian

Contmenもin early March of 1986. After a few days the air fllled lJith the dusts ～一as transported over the

YellolぜSea to Japan by the lwesterly. On 12-13 March 1986, many meteorologica一 observatories in Japan reported

Kosa (Asはn Dust)　phenomena. The lidar observation of the Kosa was made at the Meteorological Research

2rStitute at Tsukuba, japan (360 04'N, 1400 07! E) from 15 JST to 21 JST on 13 March 1986. In this paper the

vertica…　strucもure and tiui8 change of the Kosa layer observed by the lidar are presented.

In addition, the　盲ong-range transporもofもhe Kosa particles is simulated by a pollutant tracer mode一

based on the JMA global spectral model. Simulated hori20ntal and vertical distributions of the tracers

successfu!ly coincides with the ! idar observation and routine meteorological observations in Japan and China.

The simIaもion revealsもhe Loess Piateau and iもs neighboring deserts as iraportanもsources for the Kosa.

Other possibi l ity includesもhe Takla fiakan Dese｢七.
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まとまった砂塵畠が発生した｡ 3月12､13日､日本の各地で黄砂現
象が観測された｡我々は筑波において､ライダー観測を行い､黄
砂層の鉛直韓迄とその時間変化を調べた｡さらに､気象庁数値予
韓課で開発された全球スペク目しモデル用粒子移流拡散モデル(
中村｡高杉､. 1987)を用いて､黄砂粒子の長距離輸送をシミュレ
ートした｡本報では､ライダー観測と数値シミュレーションの結
果を比較考察する｡
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地理的分布を示す｡黄砂の発生地は､北措33-47度､東経75-115度
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漠があり､黄河流域には黄土高原､ BadainJaran,Tengger,Ordos,

Gobi砂漠が分布する｡筑波は黄土高原の東方3000km,Tak!a fiakan
砂漠の東方5500k田にある｡
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1986年3月8日-13EDのsandsもorisi, dusもーStor悶タhaze,黄砂等の発

現日をsyrsopデータより再現したものである｡この期間中､ Takla

hiakan砂漠では連日sandstorぬi発生した｡ 10-11B､黄土高原及び:-

その周辺の砂漠ではduststormがまとまって発生した｡ 12-13日､

西日本を中心に黄砂が観測された｡
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を示す｡図の(a)と(b)は､ライダー観測前後の気渡｡湿度のプロ
ファイルである｡ Fig. 4は､散乱比のプロブアイ)i,である｡
まず､ 15時04分､高さ4km付近に厚さ1km､散乱比3.2の散乱層が
現れる｡また､高さ2km付近にも散乱層がある｡通常のライダー観

測では､高さ4kmf寸近にこのような顕著な散乱層は認められないの
で､この散乱層は黄砂層と考えられる｡その後､黄砂層は発達し､
厚さは1.3k臥散乱比は唾.0に増加する｡旦8時03分､黄砂層は高さ
4.5ktaと3.5kmを中心とする2つのサブ層に分かれる｡ 20時14分､
黄砂屈はさらに分裂し､最終的に3つのサブ層に分かれた｡なお､
20時37分のプロファイルには高さ5.5kmに鋭いど-クがあるが､こ
れは雲である｡
旦二 数値シミュレ -シヨン　　黄砂の発生地については､従来よ

り議論されている｡定説は黄土高原､ Iwasaka et a!.(1983)は
Takla Makan砂漠の可能性を指摘している｡今回の数値シミュレー

ションでは､ F岳g｡iとF套g.2より発生地の可能性の高い黄土高原と
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Fig. 2 Geographical distribution of the dates
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TakはMakan砂漠を候福地とした｡使用した粒子移流拡散モデルの

概要は､中村｡高杉(1987)の通りである｡粒子の発生源(高さ4
km,半径200kmの円柱)を候補地におき､連続的に粒子を発生させ

た｡現用の金環スベク?)レモデルの風の噂を用いて粒子をラグラ

ンジェ的に移動させると共に､モデルによる拡散係数に従って鉛

直方向にもランダムに拡散させる｡なお､このモデルでは粒子の
重力落下は考癒されていない｡

'10�"^ば､黄土高原に発生源をおいたときの1986年3月13日12

GMTの予想分布である｡ 3月8､9日に放出された粒子は中国東北部の
低気圧にとりこまれ､日本には到達しなかった｡ 10､11日に放出さ

れた粒子は移動性高気圧と共に東進し､ 12日には九州に達し､ 13

日には関東以西の各地にひろがった｡ Fig. 5(a)の水平分布は､日

本･中国の気象台で観測された黄砂等の発現日の分布(Fig.2)とよ
い一致がみられる｡次に､ Fig. 5(b)の鉛直分布で注目すべき点は､

125-145- Eで2層横道がみられることである｡すなわち､ 700-50

Osab (3-5-5km)にひろがる上層と900-850rab (l-1.5ka)に位置する

下層である｡ i40o E:付近の鉛直分布は､ライダー観測で得られた
エーロゾルの鉛直分布(Fig. 4)とよい一致がみられる｡日本に到

達した粒子の履歴を調べると､下層の粒子は10日に黄土高原の低

高度(lkn付近)で放出されたものである｡一方､上層の粒子は11日

に黄土高原の高高度(2kra以上)で放出され､上空の偏西風に乗って
棄進し､先に放出された下層の粒子に追いっき､日本付近で2層

桟道となったことが判明した｡

Fig. 6ばTakla Makan砂漠に発生源をおいた例である｡ Fig. 6(

cL)の水平分布は､黄土高原のケースとはぼ一致する｡日本に達す

る粒子は8､9日に放出されたものである｡鉛直分布をみると､ 2膚
韓造となっている点は黄土高原の例と一致するが､多少差異が認

められる｡すなわち､上層の高啓が600-400内払(4-7紘闘)であり､ラ
イダー観測と比較してかなり高いことである｡

旦ユ｣宝_と塵　　以上の結果を要約すると､次の通りである｡
(1)モデルの水平分布は､黄砂等の発現日の分布と一致した｡

(2)モデルの鉛直分布は､ライダー観測と一致した｡
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Fig. 3 Profiles of I idar signals, teaperature

and relative huraidity on 13 March 1986
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Fig. 4 Profiles ofもhe scattering ratio on

13 March 1986
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(3)黄砂の発生地として､黄土高原が有力である｡

また､ Takla Makart砂漠の可能性は否定できない｡

(4)黄砂が黄土高原から日本に達するのに要する時間

は2-3日､またTakla Makan砂漠からは5-6日を要する
(5)粒子移流拡散モデルは､対流軌こおける物質の

輸送過程を解明する上で有効である｡
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Fig. 5 Predicted horizonta! and vertical

distributions of the tracers released fro屈

the Loess Plateau at 12 GMT 13 March 1986
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Fig. 6 Predicted horizontal and vertica!

distributions of the　もracers released fro罷

the Takla Makan Desert at 12 GMT13 March 1986


